
店 舗さまサービスのご案内

J-Co i n  Payは、加盟店の皆さまに

銀行ならではの安心と、

安価な加盟店料率＊１をご提供します。

スマ ホ 決 済 を、
銀 行 が 変 える。

全国のたくさんの
銀行が参画

全国展開の銀行に加え、各地方銀行も
参画。充実のネットワークにより、利用者
も拡大中です。安価な加盟店料率＊1と合
わせ売上アップに貢献するだけでなく、
入金もスピーディー＊4で安心です。

顔が見えるから

とっても安心
お近くの取扱金融機関等にて、スタッフ
がお手続きから運用のお困りごとまできめ
細かく対応。何でもお気軽にご相談いた
だけます。

全国の銀行ネットワークを活かしながら、
安価な加盟店料率を実現。お手持ちの
スマホやタブレットを利用すれば 導 入
費用も0円。その便利さをぜひご体感くだ
さい。

＊１ 加盟店料率は各取扱金融機関等により異なります　＊2 お手持ちのスマホ、タブレット利用の場合　＊3 別途通信料が発生します　＊4 入金サイクルは各取扱金融機関等によって異なります

J - C o i n  P a y をお すすめしたい 理 由

安価な加盟店料率＊1＆

初期費用0円＊2＊3

詳しくはお近くの筑波銀行窓口までお気軽にお問い合わせください。
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目の前の車列が流れる。まだか、まだかと時計を見て、
時刻表を何度も確認する。雨、雪、風、そして炎天下
では、立ったままでいるのはつらい。右方向に目を向け、
バスが来るのを待ちわびる。何とかならないかなと思い
つつ、鉄道駅とは違う、と心を落ち着かせる。

大都市でよく見かけるバスシェルターのバス停を、 
地方都市でも見かける機会が増えてきた。　

それまでのバス停は、停留所名と時刻表が掲示され
ているだけだった。あっても雨除け・日除けの屋根が 
心細くあるくらいだ。バス停には照明がなく、夜間は 
道路の街灯頼みだった。

雨には傘が必要で、冬の風は吹きすさぶ。まわりに 
家屋や店舗がなければ、夜間の足下は暗い。辛抱強く、
また不安を抱えながら、ひたすらバスを待った。

それに対し、広告事業者などがバス停をリニューアル
する取り組みが都市部を中心に進んでいる。事業者は
バス事業者や警察などと協議し、新しいバスシェルター
を整備する。

屋根と壁面が雨や風を防いでくれる。座ることに躊躇

しないベンチがあり、照明や防犯カメラも設置されている。
バスを待つ環境として安全、安心はもとより、快適さが
増す。

壁面には企業の広告が掲出されている。バスシェルター
の設置事業者が、この広告料収入を、整備費用と清掃
を含む維持管理費に充当するビジネスモデルである。

もとは仏国の屋外広告事業者がはじめ、世界各地で
このモデルが展開されている。わが国では2003年に 
国土交通省がバス停に関する規制緩和の通達を出した
ことで可能になった。

ただしどのバス停でもこれに置き換わるわけではない。
企業からの広告需要があること、すなわち一定の乗降客
が見込めるバス停である必要がある。さらに設置に際し
ては、歩行者などの通行の妨げにならない場所である 
ことも必要だ。

とはいえ、ひとたびできると、それまでの淀んだ気持ち
から開放される。バスを待つ時間の心が晴れる。

野中　勝利
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身近なまちの風景物語（26）

快適な一新


